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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

〇 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等）。 

本研究は、多肥に依存しない環境保全型の超多収性イネの作出を目的として、先に作出した Rubisco
量増強イネの Rubisco activase、カルビン回路鍵酵素、電子伝達系の３要素を改良し、ソース能をさら

に向上させるとともに、大粒多収系統のシンク能を導入し、ソース、シンク両機能の強化を目指すもの

である。 

シンク能については、多収性 Quantitative Trait Locus (QTL)を同定し、順調に研究成果が得られてい

ると判断する。しかし、ソース能については、前２要素による優良系統が得られず、これらを用いたソ

ース能改善系統の作出が困難となっている。電子伝達系の強化が確認されたヒメツリガネゴケ由来

FLV タンパク質の有効性の検証も含め、ソース能の強化に向けた今後の努力が必要である。 


